
医学教育センターニュース
令和2年12月 Vol. 44

10月24日（土）に共用試験OSCEが行われました。実習棟A2階テュートリアル室にて

身体診察の試験が行われ、頭頸部診察、胸部診察・バイタルサイン測定、腹部診察、

神経診察、基本的臨床手技に関する課題に取り組みました。また、医修館4階テュート

リアル室にて医療面接が行われました。これまでと同様に、午前中に試験が終了した

学生と午後に試験を受ける学生が交錯することがないように配慮して実施しましたが、

問題なく無事終了することができました。外部モニター委員の先生方からも「非常に

スムーズにOSCE試験の運営がなされており、また学生の理解度も総じて高い」との

コメントを頂きました。また、11月11日（水）に共用試験CBTが例年通り、工学部の情報

処理演習室で行われました。外部モニター委員の先生方から「非常にスムーズにCBT

試験の運営がなされており、何も問題ありません」との評価を頂きました。担当者の皆

さんのご尽力のおかげで、問題なく、進行することができました。どうも有難うございま

した。来年も引き続き、円滑に進行できるように取り組んでいきたいと思います。

4年生への共用試験（OSCE, CBT）を実施しました。

年の瀬も迫り、慌ただしい季節ですが、皆様いかがお過ごしでしょうか？
コロナウイルスの感染が全国的に広がっていますので、感染拡大防止のため、
マスクの着用、換気、密集の回避等を徹底し、十分ご注意下さい。

自己開発コース報告会を実施しました。

12月17日(木)、12月18日（金）の2日間にわたり、第3講義室で自己開発コース報告

会を実施しました。発表・質疑応答、計6分というスケジュールで、115人が約半年間

の自己開発コース期間中に得られた研究成果について発表しました。いずれの発表

もしっかり準備し、発表本番に臨んだ様子が伺えました。また、質疑応答も活発に

行われました。例年通り、2年生も自己開発コース報告会に参加しましたが、今年は

コロナウイルス感染防止対策のため、第1講義室で視聴しました。自己開発コース

報告会を終え、

一段落したところ

と思いますが、

引き続き、修学論文

の執筆にもしっかり

取り組んでほしいと

思います。
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山口大学医学部学生・教職員教育改善委員会が開催されました。

12月11日（金）に「山口大学医学部学生・教職員教育改善委員会（旧学生自治会との

懇談会）」が開催されました。学生自治会から医学科2～6年生、保健学科2～4年生を

対象としたアンケート結果に基づいて次の項目に関する要望案が提示されました。

① 自己開発コースの配属先研究室の選定基準の決定について

② 看護科の助産師コースの人数決定について

③ 医学科、保健学科の進級条件、留年条件

について

これらの要望案について、教職員が説明・

回答し、学生自治会と議論を交わしました。

学生生活に関する改善・要望について、

学生と教職員が直接議論を交わす貴重な機会

となりました。

シラバス説明会を開催しました。
12月15日（火）に、シラバス説明会を開催しました。主にシラバスの更新、eYUMEの

機能・操作に関する説明を行いました。教員自身によるユニット概要（主題、到達目標、

担当教員の実務経験、テキスト、教育方法等の特記事項、評価方法、注意点（再試

等））、授業インデックス（学修目標、授業のねらい、キーワード、準備学修に必要な

学修時間の目安、関連授業）、授業内容詳細（授業概要、講義資料（ PPT、PDF）の

添付）の更新や講義担当教員による講義自己評価の入力、学生による講義評価・臨床

実習評価の閲覧、臨床実習マイルストーンの評価に関する説明を行いました。

eYUME HPのトップページ左側サイド

メニューの「eYUMEとは」に各種マニュアル

を掲載しておりますので、ご参照下さい。

eYUMEを利用される中で、新たに明らか

となった問題点等ございましたら、

今後の改善に活かしたいと思いますので、

医学教育センターまでご連絡頂きます様、

宜しくお願い致します。


